




Practical Study on the suppo此ofmother and infant with low b凶hweight infant and凶 bother
-Peer Counseling and assistance based on empowerment of the public health nurse-
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1ヶ月健診 保健師訪問 4ヶ月健診 訪問 1回目 乳幼児クリニック 訪問2回目 訪問3回目
ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー 圃圃ーー-- - - _.ー同制帽圃 - - --ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー圃ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ー-- - --ーーーーーー司ーー
月齢 1か月 1か月 1日 4か月 4か月 17日 5か月 3日 5か月 9日 5か月 29日
体重 3， 995g 4， 542g 6，250g 6， 875g 7， 030g 7，100g 7， 220g 
1日体重増加量 55.0g 48.9g 32.8g 32.8g 19目4g 5.3g 6.0g 
カウプ指数 21目7 16.7 16.5 16.0 15.3 
栄養 【混合栄養】 【混合栄養】 【混合栄養】 【母乳] 【母乳】
60 -80cc 2時間間隔 2-3時間毎 2-3時間毎 2-3時間毎
(6 -8回) 粉乳 粉乳 100-180ccx2 【離乳食】 【離乳食】
100 -180cc 回(夜間) お粥や野菜 お粥や野菜
x 2回(夜) 【離乳食】 ポタージュ状 どろどろ状
お粥(ポタージュ状) 1日1回(朝) 1日1回(朝)
1日1回(朝)























1. B児の発育を母親と確認 【支援】 B児は低出生体重児であったが、
する。 母親と共に成長曲線にB児の発育状況を B児の発育は一般的な発育経過であ
【情報】 書き込み、 B児の発育を確認する。体重の り、順調である。母親の表情や言葉








その根拠として、 B児の体 め話しかける。 考えられる。
重は正常な範囲内である事、 訪問2田目、 2回目の訪問時には、あまり体重





















いる。 る事を伝えると同時に、発達面で前回とど 3回の訪問を通して、 B児の成長





















正しい知識を得て実践でき ろから始めたかやどのようなものを使用し た。 A児の時の離乳食について振り
る。 ていたかなど会話の中で振り返りを行つ 返らせる事やパンフレットで離乳食
た。 の流れを確認する事で母親の様子か
|月齢5か月 9日""'29日| ②子育て経験を生かしながら、パンフレッ ら離乳食について再確認する事がで
【情報】 トを用いて各期における離乳食のポイント き、子育て経験を生かし正しい知識
-表1参照 や使用できる食材を伝え、正しい知識を得 を得て実践する事に繋がったことが



















































| 訪問3回目 1 1児はB児を抱っこしたり一緒に遊|できる相手の有無など確
O相談相手 |んだりと可愛がっている様子で|認した。母親はその存在
























今回、低出生体重児の 5ヶ月児 (B児)と小学 l



































































































































































2009 ; 15-16 
3)平山宗宏.育児不安の心理と真相と援助.古橋彰.
新母子保健相談.神奈川1:ライフ・サイエンス・セ
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